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研究成果の概要（和文）：これまで「世界文学」の正典は、欧米の文学界（文学作品の出版・読者・批評などに
よって構成される世界）を中心に定められ、全集などが編まれてきたが、わたしたちは、欧米という地政学的な
「中心」から外れた、「半周縁」や「周縁」と位置づけられる言語や地域の文学を、その口承性（文字で書か
れ、多くの場合は黙読される文学と対比されるものとして）や、島嶼性（地理的に中心と離れて、独特の発展を
遂げるものとして）に着目して扱った。さまざまな国・言語を研究対象とする文学研究者が集まって研究内容を
発表し、討議することを通じて、「世界文学」についての新たな視座を探ることができた。

研究成果の概要（英文）：While the orthodox of "world literature" has been defined almost exclusively
 by the Western literary world (one composed of publishers, readers, and critics of literary works) 
and canonical literary collections have been compiled in a similar way, our research dealt with the 
languages and regions regarded as "semi-peripheral” or “peripheral”, which deviate from the 
geopolitical “center” such as Europe and the US, focusing on orality (as contrasted with a 
literature written and often silently read) and islandness (to be geographically separated from the 
center and thus achieving unique development). And we, literary researchers who focus on various 
countries and languages, gathered together to present and discuss each one’s research, and were 
able to explore a new perspective on "world literature."
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、文学作品の翻訳において目立った成果を上げることができた。研究協力者の金子奈美がバスク語から
翻訳した長篇小説『ムシェ　小さな英雄の物語』（2015年刊）は第２回日本翻訳大賞を受賞した。研究代表者の
福嶋伸洋は、ヴィニシウス・ヂ・モライスの戯曲『オルフェウ・ダ・コンセイサォン』をポルトガル語から訳し
た（2016年刊）。また、研究分担者の鵜戸聡はカメル・ダーウドの小説『もう一つの「異邦人」』をフランス語
から訳した（2019年刊）。本研究に参加した研究者それぞれが、これまで注目されることの少なかった言語・地
域の文学作品に光を当てるような研究を行い、新しい世界文学の地図を示すことができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 世界文学全集と銘打った全集は、日本では、20世紀のうちに、大手出版社によって繰りかえ
し編まれてきたが、そこに含まれる大半の作品は、フランス、ドイツ、ロシア、イギリス、ア
メリカなど、欧米の「メジャー言語」で書かれたものであることが多かった。近代文学という
制度そのものが、西洋に端を発するものであることを鑑みれば、そのようなある種の偏りには
やむをえない部分があるとしても、「言葉を用いた芸術」という広い意味での文学は、広範な地
域に見られる普遍的な文化であり、またそれは必ずしも、文字によって書かれた「書物」とい
う形を取るだけではない。 
 そこで本研究のメンバーは、既存の文学観からはこぼれ落ちてきたような、「マイナー」な言
語や地域の、これまで「周縁」に位置づけられてきた文学作品に積極的に着目し、「世界文学」
の概念を作り替える必要性がある、という認識を共有していた。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題「ポスト世界文学にむけた比較詩学的共同研究の基盤構築」は、第一に、いわゆ
る「マイナー」な言語による作品の原典精読を通じて文学の詩的効果の問題を再検討し、第二
に、ヨーロッパ中心主義への反省として現れた「世界文学」概念を批判的に乗り越え、多言語、
多地域を横断する文学批評の新たな見取り図を示すことを目的とする。その特色はまず「島嶼
性」と「オラリティ」の二つの主題の元に、周縁に置かれてきた文学を起点として世界の文学
を捉え直し、現代社会において同時多発的に生起する問題系と文学の関係を考察すること、そ
して、従来の分担執筆とは異なる共同執筆型の総合研究によって言語、国家の枠を超えた議論
のプラットフォームを構築しようとする点にある。 
 
３．研究の方法 
 各自が、研究対象とする作家・作品の分析などを行い、定期的に開催される研究集会にてそ
の成果を発表し、討議を通じた意見交換を行い、問題意識を共有する。また、メンバーを、研
究対象とする作家・作品にゆかりのある地域に派遣し、作品の舞台の調査や、一次資料の収集
を行う。研究成果を、論文や学会にて発表するほか、著作物として公開する。外部の聴衆にも
開かれたシンポジウムを開催し、社会還元のひとつの形とする。 
 
４．研究成果 
 本研究では、これまであまり紹介されてこなかった言語・地域の文学作品の翻訳・紹介の成
果が目立った。第二回翻訳大賞を受賞した、研究協力者の金子奈美がバスク語から翻訳したキ
ルメン・ウリベの長篇小説『ムシェ 小さな英雄の物語』、研究代表者の福嶋伸洋がポルトガル
語から訳したブラジルの詩人ヴィニシウス・ヂ・モライスの戯曲『オルフェウ・ダ・コンセイ
サォン』、研究分担者の鵜戸聡がフランス語から訳したアルジェリアの作家カメル・ダーウド『も
う一つの「異邦人」』である。 
 他にも、研究分担者・協力者が、それぞれに、これまで比較的「マイナー」と見られてきた
言語・地域の文学作品の研究を進め、その結果を踏まえて選び、解説を付した世界文学アンソ
ロジー（短篇集）を、全体の成果として、松籟者より刊行する予定である。 
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